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週
刊
新
潮
に
掲
載
さ
れ
た
「
第
三
十
一
吉
進
丸
」
船
長
の
手
記
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
十
月
十
二
日
発
売
の
週
刊
新
潮
（
第
五
十
一
巻
第
三
十
九
号
）
に
同
年
八
月
十
六
日
に
北
方
領
土
・
貝
殻
島

近
海
で
ロ
シ
ア
国
境
警
備
庁
に
銃
撃
・
拿
捕
さ
れ
た
「
第
三
十
一
吉
進
丸
」
の
坂
下
登
船
長
の
手
記
（
以
下
、
「
手
記
」
と

い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

こ
れ
ま
で
に
外
務
省
は
坂
下
登
船
長
か
ら
事
情
聴
取
を
行
っ
た
か
。

三

こ
れ
ま
で
に
外
務
省
以
外
の
政
府
機
関
が
坂
下
登
船
長
か
ら
事
情
聴
取
を
行
っ
た
か
。

四

「
手
記
」
に
、

「
こ
ち
ら
は
中
間
ラ
イ
ン
（
注
・
ロ
シ
ア
が
国
境
線
と
み
な
し
て
い
る
北
方
四
島
と
北
海
道
本
島
の
中
間
線
）
よ
り
も
、

さ
ら
に
手
前
の
規
制
ラ
イ
ン
の
線
上
で
漁
を
や
っ
て
た
ん
だ
か
ら
、
危
な
い
な
ん
て
全
然
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

五

四
の
記
述
は
事
実
か
。

六

「
手
記
」
に
、

「
最
近
で
は
、
ロ
シ
ア
の
船
が
、
中
間
ラ
イ
ン
を
越
え
て
、
規
制
ラ
イ
ン
の
内
側
ま
で
入
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
て

一



ね
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

七

六
の
記
述
は
事
実
か
。

八

「
第
三
十
一
吉
進
丸
」
が
拿
捕
さ
れ
た
地
点
の
経
度
、
緯
度
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

九

「
手
記
」
に
、

「
拿
捕
さ
れ
た
地
点
も
、
規
制
ラ
イ
ン
か
ら
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
け
ど
、
中
間
ラ
イ
ン
よ
り
は
百
七
十
か
ら
百
八
十
㍍
く
ら

い
は
余
裕
が
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）
で
も
確
認
し
て
い
る
か
ら
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

十

九
の
記
述
は
事
実
か
。

右
質
問
す
る
。

二


